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図2 高気密高断熱工法床下の温湿度分布

（測定期間：2005.11.1-12.5）
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図1 高気密高断熱工法床下の温湿度分布

（測定期間：2005.7.1-7.31）
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木炭の床下調湿 (2)
1. はじめに

高気密高断熱工法の住宅床下へ木炭を敷設
した際、季節別の床下の温湿度変動について
検討を行った。

2. 方法

【床下の仕様】高気密高断熱工法のテストハ

ウス(床面積17.4m2)を建築し、床下は2室に区
切り、床下土間は防湿フィルムを敷き込み、
コンクリートで押さえる仕様とした。

【木炭の敷設】県産ナラ黒炭を不織布の袋に

約4kgずついれ、西側床下に36袋を敷設し
「木炭区」とした。対照として東側を「無施
用区」とした。

【測定期間】測定は2005年の7月1 3̃1日（夏

季）と11月1日 1̃2月5日（秋季）にそれぞれ
約1ヶ月間行った。

【温湿度の測定】床下中央に温湿度計を設置

し、20分ごと温湿度測定を行った。

3. 結果

【夏季】「木炭区」では相対湿度82～87％、

温度17～24℃、「無施用区」では相対湿度89
～92％、温度18～23℃となり、「木炭区」で
約5％程度、相対湿度が低い傾向が観察された。

【秋季】「木炭区」では相対湿度75～81％、

温度4～17℃、「無施用区」では相対湿度78
～82％、温度4～16℃となり、夏季と同様に
「木炭区」では高湿化が抑制される傾向が観
察された。

高気密高断熱工法と在来工法（成果速報
No.216 参照）の床下を比較すると、高気密
高断熱工法の床下の温湿度分布の範囲が、特
に湿度変動範囲が著しく小さい。このことは
外気の影響による温湿度変動を気密化、断熱
化などの工法で抑制したことが理由である
（写真）。

4. 成果の活用
床下の湿度変動が小さい高気密高断熱工法

と木炭敷設を組み合わせることにより、夏季
の床下の湿度を5％程度低下させることが可能
となった。

高気密高断熱工法の住宅床下へ木炭を敷設した際の季

節別の床下の温湿度変動
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写真 高気密高断熱住宅の基礎、床下の仕様


